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事 業 名 

 

事業主体及び 

提案者 

９ 思春期・青年期の青少年たちが主体的に運営する 

「こどもの館」（仮称）つくり事業 

市民団体「共育ちプラザ～まんまの自分」 
暫定代表 岡島順子 

事 業 内 容 

(詳細は別添資料

企画書概要、再提

案概要のとおり) 

「どういう問題を解決しようとしているか」 

青少年が自主運営し、自由に活用できる「こどもの館」（仮称）をつ

くる。ここは市民の誰もがホットくつろげる居場所でもある。こども達

の希望の実現は、あくまでも当事者が主体。 

「共育ちプラザ～まんまの自分」は、伴走的に支援。就労支援団体や

外国籍支援団体などと連携。 

協働の内容 「具体的な協働の項目」 

① 青少年の実態調査とニーズ（声）の集約･･･アンケート、聞き取り、その他 

② 渋谷学習センター（月１回）での使用可 

③ 地元の住民や各種青少年関連市民団体や行政関連課との顔の見えるネ

ット作りと連携活動の具体的取り決めと実施 

第２段階として ④ 青少年が自主運営する居場所の実現 

審 査 内 容 

(評価結果) 
 実現性が高い 熟度を高める

必要がある 

実現すること

が難しい 

提案者 ○   

行政所管課  ○市民活動課 ○青少年ｾﾝﾀｰ 

担当推進委員 ○   

コ メ ン ト 

（公開審査時） 

・調査活動における協働という意味で（推進委員） 

・思春期世代の心のケアは行政事業より市民事業のほうが効果を上げ得る。

ぜひ協働推進すべき。まずは調査活動から。（推進委員） 

・調査活動やサポートを通じて、次回は青少年たち自身から協働提案がほし

い（推進委員）。 

・第一段階を協働事業とする際は支援策をつめること！ 

・新渋谷中学校の提案事業と場所の利用を協働できないか。（推進委員） 

・前回のプレゼンテーションで希望した児童館の専属利用の要望は今回取り

下げている。（提案者） 

・場所の問題でなく、まず青少年の実態アンケート調査ならば協働の可能性

はある。（行政） 

公開審査後の 

経過 

・公開審査でのアドバイスを受け、新渋谷中学校地域交流館の担当課（生涯

学習センター）と話し合い、ソフト面で市民団体の一つとして協力する方

向が確認されている。 

・若者のニーズはあるのか。市民事業として開始する方が望ましいのではな

いか。 

協働推進会議の 

意見 

・公開審査後の経過も踏まえて、新渋谷中学校地域交流館企画運営

事業及び青少年の実態アンケート調査において、部分的に協働事

業として進めていただきたい。 

具体的に検討を

要請する事項 

上記の意見を踏まえ、協働事業として実現に取り組んでいただき

たい。そのため、次の点について検討いただきたい。 

・新渋谷中学校地域交流館企画運営事業及び青少年の実態アンケー

ト調査における協働事業とする内容と役割分担。 

・今後の進め方（実施時期） 


